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南花台のまちづくり 
 

南花台スマートエイジング・シティ団地再生モデル事業 
（咲っく南花台プロジェクト） 



１－１．「咲っく南花台プロジェクト」着手のきっかけ  

開発団地再生モデル構築の必要性の高まり 

本市は他市に比較し人口減少・少子高齢化が急速に進んでいる、その最も大きな
原因である開発団地の有り方の検証が急務であった。 

平成３１年３月末時点 
■少子化率 10.44％ 
■高齢化率 33.92% 
■生産年齢人口比率 55.64% 
■後期高齢者人口比率 16.91% 
※すべて府下33市中ワースト１位 
  



１－２．「咲っく南花台プロジェクト」着手のきっかけ  

南花台西小学校跡地活用 

平成25年3月に閉校した南花台西小学校跡地の有効活用が急務であった。 

まちづくりと一体的に検討し、地域の活性化に繋がる効果的な施設誘致を、地域
の合意形成を図りながら進めていくこととした。 



関西大学との連携 
「団地再編COMPETITION 2013」の実施 
関西大学がＵＲ南花台団地を対象地にし、「団地全体の仕組みの再編、その結
果としての空間の再編、新たな暮らしの提案」をテーマとして実施 

南花台を研究のフィー
ルドにする関西大学 

応募登録  172件 
提出作品  23作品 

１－３．「咲っく南花台プロジェクト」着手のきっかけ  



１－４．「咲っく南花台プロジェクト」着手のきっかけ  

「スマートエイジング・シティ」の提言による大阪府との連携 

大阪府市医療戦略会議7つの提言の１つである「スマートエイジング・シティ」の実
現に向け、南花台を郊外型開発団地のモデル地区として位置付けられた。 



■平成26年10月  
    「南花台スマートエイジング・シティ」団地再生モデル事業立ち上げ 
  

２－１．「咲っく南花台プロジェクト」の経過  

   【実施体制】 
   地域住民を中心に大阪府・河内長野市・関西大学・㈱コノミヤが連携し立上げ 
 
   【実施内容】 
   関西大学学生による地域ワークショップを通じた地域の声の収集 
    ①みんなの拠点づくり           ②健康仲間づくり    
    ③生きがいづくり              ④子育て子育ち環境づくり    
       ⑤まちの情報発信    
                                                      
     
             



■平成27年10月 
   「コノミヤテラス」オープン 

■平成28年 4月 
  第５次総合計画に南花台を「丘の生活拠点」と位置付け 

■平成29年 4月 
 南花台西小跡地を活用し、錦秀会看護専門学校を誘致 
   

■平成29年 4月 
 『咲っく南花台事業者の会』発足 

２－２．「咲っく南花台プロジェクト」の経過  



■平成30年 2月  
  河内長野市・関西大学・ＵＲ都市機構 
  の連携協定締結 

■平成30年12月 
  河内長野市・関西大学・㈱コノミヤ 
  の連携協定締結 

■平成29年12月  
  ＵＲ都市機構において 
   『南花台団地集約型団地再生事業』着手 

２－３．「咲っく南花台プロジェクト」の経過  



３．咲っく南花台プロジェクトの成果 



４．咲っく南花台プロジェクトの目標 

地域住民が 
 
住み慣れた場所で 
 
多世代でふれあいながら 
 
住み続けられるまち  



低速モビリティによる移動支援 
南花台モビリティ「クルクル」 

 
IoT技術等を活用したグリーンスローモビリティ 

の効果的導入実証事業 

環境省 

 



５．南花台モビリティ「クルクル」が目指すもの 

○ロゴマーク意図 
時速10ｋｍという低速走行と健康長寿のイメージから 

ゆっくりと着実に動く、亀をモチーフにしました。 

亀の甲羅は、南花台の緑多き台地を表現しています。 

○ネーミング意図 
乗物が南花台を巡回走行する様子と 

持続可能な地域未来をイメージして 

誰でもわかりやすくて、覚えやすい 

ネーミングとしました。 

来る・回る・続く・身軽に動く等を想起させます。 



６．南花台モビリティ「クルクル」検討の必須条件 

1．車中心の生活から脱却し、環境に配慮できるまちを地域 

  と一体で創出すること 

2．地域の課題を具体的に解決するものであること 

3．地域住民の生活の質（ＱＯＬ）を高めるものであること 

4．自立性のある運用ができる仕組みを構築すること 

5．将来にわたり継続的に運用できる仕組みを構築すること 

6．他地域への横展開ができる汎用性のある仕組みを構築 

  すること 



７．南花台モビリティ「クルクル」の特徴 

【特徴１】 

  地域住民主体で社会福祉協議会支援による運行 

 

【特徴２】 

  ＡＩを活用した予約システムによる効率的な運行 

 

【特徴３】 

  地域内の電柱342本を乗降ポイントとしたデマンド運行 

 

【特徴４】 

  地域に愛される商業店舗との連携による運行 

   （運行拠点・電気の提供） 



８．南花台モビリティ「クルクル」の特徴 

【特徴５】 

  環境に配慮した低速電動ゴルフカートを使用 

                     （速度１０ｋｍ/ｈで走行） 



（１）運行期間 

 

【運行期間】    
 令和元年12月9日（月）運行スタート 
  ※毎週 月曜日、木曜日（週2日運行） 
  ※その他地域内イベントに合わせて運行 
  ※利用ニーズ、安全性、システムの動作確認 
   等を行いながら運行曜日の増加を図る。 
 
（２）運行エリア・ルート 
   
                  ⇒走行エリア 
 
 
         ⇒ＵＲ団地エリア（Ｒ3年度より走行予定） 
 
 
         ⇒団地内幹線道路走行不可区間 
 
 
  ※その他        内の街路は走行可 
 
（３）運行ダイヤ 
 午前9時30分～午前4時の間、予約システムの指示に基
づき運行（電話予約は9：15～） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）運行形態 
 地区内の電柱342本を乗降ポイントとしてデマンド運行
（システムによるリアルタイム予約） 

 運転手・補助者2名のスタッフが常時乗車 
 予約に基づきＡＩ運行バスが導きだした順路に従い走行 
  

9 10 11 12 13 14 15 16 17 

予約可能時間 

1号車可動時間 

2号車可動時間 

（時間） 

運行拠点 
車両保管場所 
（コノミヤ南花台店
内） 

地域内電柱342本が 
乗降ポイント 

（乗降ポイント看板） 

９．南花台モビリティ「クルクル」の運行 



１０．スケジュール（想定）  

段階的な検証を重ねながら、着実に価値ある移動支援の実装
モデルを構築する。 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～ 

手動運転 実証実験 

自動運転 実証実験  

手動運転 実装 

有償化 （市町村運営有償運送） 

IoT技術等を活用したグリーンスローモビリティの効果的導入実証事業【環境省】 

近未来技術等社会実装事業【内閣府】 



南花台モビリティ「クルクル」出発式 
 

事業概要説明 

おわり 
 

ご清聴ありがとうございました 


